
そ
れ
ら
は
晩
年
の
十
六
世
紀
初
頭
作
と
い
う
が
、
真
偽
の
ほ
ど
は
不
詳
。

そ
れ
か
ら
数
十
年
後
、
日
本
の
禅
僧
や
医
家
の
知
識
階
級
層
で
は
、

神
農
画
賛
の
製
作
・
贈
答
が
盛
行
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
情
況
は

当
時
の
名
僧
月
舟
寿
桂
（
一
四
六
○
’
一
五
三
三
）
の
遺
し
た
諸
々
の
神

農
画
賛
史
料
か
ら
う
か
が
え
る
。
ま
た
月
舟
は
『
史
記
」
扁
倉
伝
注
で

神
晨
を
説
く
に
「
医
経
湖
洞
集
」
と
『
医
学
源
流
」
を
引
用
し
て
い
る
。

伝
雪
舟
筆
も
含
め
当
時
の
神
農
図
案
に
は
「
歴
代
君
臣
図
像
」
（
一
四
八

七
・
一
五
二
五
刊
）
な
ど
一
連
の
中
国
明
刊
聖
人
図
録
に
拠
る
と
思
わ
れ

る
も
の
も
多
い
。

安
土
桃
山
か
ら
江
戸
初
に
か
け
て
つ
い
に
こ
の
風
習
は
日
本
の
医
薬

関
係
者
の
間
に
定
着
し
、
以
後
幕
末
に
至
る
。
曲
直
瀬
道
三
が
熊
宗
立

賛
を
引
用
し
た
神
農
画
賛
（
一
五
八
八
）
を
は
じ
め
、
玄
朔
・
玄
淵
・
玄

耆
な
ど
歴
代
道
三
の
賛
に
な
る
神
農
画
は
数
多
く
伝
存
す
る
。
加
え
て

本
口
演
で
は
、
王
鍵
南
・
沢
庵
宗
彰
・
徳
川
綱
吉
・
山
脇
玄
修
・
半
井

成
明
・
山
脇
東
洋
・
亀
田
鵬
斎
・
多
紀
元
堅
・
谷
文
晁
・
久
志
本
常
珍
・

田
能
村
直
入
な
ど
歴
代
名
士
の
画
賛
に
な
る
作
例
を
供
覧
に
付
す
。

（
平
成
六
年
二
月
例
会
）

（
追
記
）
本
発
表
の
後
、
演
者
は
さ
ら
に
資
料
を
探
求
し
考
察
を
進
め

た
結
果
、
右
で
は
言
及
し
え
な
か
っ
た
い
く
つ
か
の
新
知
見
を
得
た
。

そ
の
成
果
は
す
で
に
論
文
に
ま
と
め
、
来
年
初
に
刊
行
予
定
の
次
の

害
に
登
載
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
詳
細
は
そ
れ
に
よ
ら

れ
た
い
。
斯
文
会
刊
「
神
農
五
千
年
」
所
収
拙
槁
「
神
農
と
医
薬
」

（
第
二
節
「
医
薬
文
献
に
み
る
神
農
賞
賛
の
歴
史
」
）
。

へ
必
雰
巡
彙
紹
介
宗
巡
宗
必
宗
必
需
必
需
嬰
詩
坐
祷
“

吉
岡
郁
夫
・
長
谷
部
学
著

『
ミ
ル
ン
の
日
本
人
種
論
ｌ
ア
イ
ヌ
と
コ
ロ
ポ
ク
グ
ル
ー
」

日
本
人
の
起
源
に
関
す
る
研
究
は
、
明
治
初
年
の
お
雇
い
外
国
人
教

師
等
に
よ
っ
て
始
め
ら
れ
た
。
中
で
も
人
体
計
測
に
よ
る
資
料
に
基
づ

い
て
近
代
人
類
学
を
創
始
し
た
ベ
ル
ッ
の
功
績
は
大
き
い
が
、
ベ
ル
ッ

以
前
の
研
究
者
と
し
て
モ
ー
ス
、
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
・
シ
ー
ボ
ル
ト
、
ジ

ョ
ン
・
ミ
ル
ン
の
名
を
忘
れ
る
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ベ
ル
ッ
が
こ
れ

ら
の
人
々
か
ら
影
響
を
受
け
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
夙
に
著
者
の
指
摘
す

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ミ
ル
ン
、
モ
ー
ス
、
シ
ー
ボ
ル
ト
等
は
考
古
学
的
・
民
俗
学
的
資
料

を
基
と
し
て
研
究
を
進
め
た
が
、
中
で
も
モ
ー
ス
に
よ
る
大
森
貝
塚
の

発
見
は
有
名
で
、
ミ
ル
ン
の
名
は
そ
の
影
に
隠
れ
て
人
々
に
あ
ま
り
知

ら
れ
て
い
な
い
。
著
者
は
ミ
ル
ン
の
足
跡
を
詳
し
く
調
査
し
て
、
そ
の

業
績
が
モ
ー
ス
に
劣
ら
ぬ
も
の
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
、
こ
の
方
面
に

お
け
る
ミ
ル
ン
の
業
績
が
再
評
価
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

本
書
の
構
成
は
二
部
に
分
れ
、
第
一
部
で
は
ミ
ル
ン
と
そ
の
時
代
の

外
国
人
教
師
等
に
よ
る
研
究
業
績
が
紹
介
さ
れ
、
そ
れ
に
著
者
の
論
評

が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
第
二
部
で
は
ミ
ル
ン
の
論
文
五
編
が
翻
訳
掲
載

さ
れ
て
い
る
。

第
一
部
。
明
治
九
年
、
工
学
寮
の
地
震
学
・
鉱
山
学
の
教
師
と
し
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て
招
聰
さ
れ
た
英
国
人
ジ
ョ
ン
・
ミ
ル
ン
は
、
考
古
学
・
人
類
学
・
博

物
学
に
強
い
興
味
を
抱
い
て
い
た
。
着
任
後
、
北
は
千
島
列
島
最
北
端

か
ら
南
は
九
州
に
至
る
ま
で
、
日
本
全
国
を
旅
行
し
て
火
山
や
鉱
物
の

調
査
を
行
っ
た
。
そ
の
傍
ら
、
遺
跡
・
遺
物
・
民
俗
等
に
も
探
索
の
手

を
伸
し
た
の
で
あ
る
。

一
方
、
ミ
ル
ン
よ
り
一
年
遅
れ
て
来
日
し
た
モ
ー
ス
は
、
来
日
の
翌

日
、
車
中
か
ら
大
森
貝
塚
を
発
見
し
て
三
ケ
月
後
に
そ
れ
を
発
掘
し
た
。

同
じ
頃
Ｈ
・
シ
ー
ボ
ル
ト
並
に
Ｅ
・
ナ
ウ
マ
ン
も
附
近
の
貝
塚
を
発
掘

調
査
し
て
い
る
。

モ
ー
ス
の
調
査
報
告
は
明
治
十
二
年
に
英
文
で
発
表
さ
れ
、
こ
れ
が

日
本
最
初
の
遺
跡
調
査
報
告
書
と
な
っ
た
。
ミ
ル
ン
は
モ
ー
ス
の
遺
跡

発
掘
に
強
い
刺
激
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
。

明
治
十
一
年
七
月
に
は
モ
ー
ス
と
ミ
ル
ン
は
北
海
道
へ
赴
き
、
シ
ー

ボ
ル
ト
も
こ
れ
に
続
い
て
い
る
。
ミ
ル
ン
は
八
月
中
、
釧
路
・
根
室
・

千
島
列
島
の
調
査
を
し
、
本
道
に
帰
っ
て
か
ら
函
館
・
小
樽
の
調
査
を

し
て
、
こ
れ
ら
の
調
査
結
果
を
明
治
十
三
年
か
ら
十
五
年
の
間
に
英
文

で
発
表
し
た
。
北
千
島
を
調
査
し
た
研
究
者
は
ミ
ル
ン
が
最
初
で
、
明

治
三
十
二
年
に
鳥
井
龍
蔵
が
行
く
ま
で
誰
も
訪
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
ら

の
報
告
書
で
は
北
海
道
・
千
島
の
み
な
ら
ず
、
日
本
の
先
史
遺
跡
全
搬

に
わ
た
っ
て
述
べ
ら
れ
、
更
に
日
本
人
種
論
に
及
ん
で
い
る
。

彼
は
、
こ
の
調
査
に
基
づ
い
て
北
海
道
・
千
島
に
お
け
る
ア
イ
ヌ
の

先
住
民
族
を
コ
ロ
ポ
ク
グ
ル
と
推
定
し
た
。
日
本
本
土
に
つ
い
て
は
先

住
民
族
を
ア
イ
ヌ
と
し
、
貝
塚
は
ア
イ
ヌ
が
遺
し
た
も
の
と
し
た
。

ミ
ル
ン
に
よ
れ
ば
、
ア
イ
ヌ
は
か
っ
て
日
本
全
土
に
住
ん
で
い
た
が
、

南
か
ら
北
上
し
て
来
た
日
本
人
に
よ
っ
て
北
方
へ
追
わ
れ
、
北
海
道
に

至
っ
た
時
、
先
住
民
族
で
あ
る
コ
ロ
ポ
ク
グ
ル
を
千
島
・
カ
ム
チ
ャ
ッ

カ
方
面
へ
追
い
払
っ
て
そ
の
跡
へ
定
住
し
た
と
い
う
。
ア
イ
ヌ
の
祖
先

と
し
て
は
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
の
パ
プ
ア
族
と
の
関
係
を
臆
測
し
、
こ
れ
を

駆
逐
し
た
日
本
人
は
朝
鮮
か
ら
渡
来
し
た
モ
ン
ゴ
ロ
イ
ド
で
あ
ろ
う
と

述
べ
て
い
る
。

彼
は
ま
た
モ
ー
ス
が
発
見
し
た
大
森
貝
塚
の
年
代
推
定
に
情
熱
を
燃

や
し
、
こ
れ
に
独
自
の
方
法
を
考
案
し
た
。
大
森
貝
塚
は
多
摩
川
デ
ル

タ
地
帯
に
あ
り
、
海
岸
線
か
ら
約
八
百
米
陸
側
に
あ
る
。
貝
塚
形
成
時

に
そ
こ
は
海
岸
線
に
位
置
し
て
い
た
と
し
て
、
何
年
か
か
っ
て
八
百
米

の
距
離
を
堆
積
し
た
の
か
。
彼
は
堆
積
の
速
度
を
数
枚
の
古
地
図
を
重

ね
て
測
定
し
、
二
千
六
百
年
前
と
し
た
。
し
か
し
日
本
史
を
参
考
に
し

た
の
で
最
終
的
に
は
二
千
年
～
千
五
百
年
前
の
も
の
と
決
定
し
た
。
現

代
の
科
学
的
な
測
定
法
に
よ
れ
ば
四
千
年
～
三
千
年
前
の
も
の
と
さ
れ

て
い
る
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
測
定
法
が
な
か
っ
た
当
時
、
古
地
図
の

利
用
と
い
う
独
自
の
方
法
を
あ
み
だ
し
た
の
は
賞
賛
に
値
す
る
。

ミ
ル
ン
の
日
本
人
種
論
は
当
時
と
し
て
は
非
常
に
優
れ
た
説
で
あ
っ

た
。
そ
の
発
想
は
日
本
歴
史
や
社
会
的
背
景
に
囚
わ
れ
な
い
自
由
な
も

の
で
、
彼
の
業
績
は
我
国
の
人
類
学
創
立
に
大
き
な
役
割
を
果
し
て
い

る
。

ま
た
明
治
十
三
年
二
月
、
死
者
二
名
を
出
す
東
京
湾
地
震
が
起
っ
た
。

こ
れ
以
降
、
彼
は
地
震
学
の
研
究
に
没
頭
し
、
同
年
世
界
で
最
初
の
地

震
学
会
を
設
立
し
、
こ
れ
に
多
大
の
私
財
を
投
じ
た
。

本
書
は
学
術
書
で
は
あ
る
が
、
平
易
な
言
葉
で
簡
明
に
記
述
さ
れ
、
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著
者
は
婦
人
科
専
門
医
で
あ
り
、
現
在
も
臨
床
に
た
ず
さ
わ
っ
て
お

ら
れ
る
が
、
本
学
会
会
員
、
関
西
支
部
会
員
と
し
て
も
古
い
。
特
に
「
七

福
神
の
戎
っ
さ
ん
」
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
品
々
の
コ
レ
ク
タ
ー
と
し
て
、

わ
が
国
で
最
も
数
多
く
の
史
料
を
私
蔵
さ
れ
る
人
物
で
あ
る
。
年
頭
に

は
西
宮
市
白
鹿
記
念
酒
造
博
物
館
に
お
い
て
私
蔵
の
特
別
展
示
が
毎
年

公
開
さ
れ
て
い
る
。
医
史
学
関
西
支
部
、
医
学
切
手
友
の
会
関
西
支
部

会
員
達
も
新
年
恒
例
と
し
て
、
き
き
酒
、
か
す
汁
の
接
待
に
つ
ら
れ
、

毎
年
多
く
の
参
加
者
を
見
る
。
平
成
六
年
の
特
別
展
は
〃
吉
祥
・
福
の

神
″
と
題
し
、
戎
の
他
に
「
宝
船
に
関
す
る
」
も
の
の
初
公
開
が
注
目

研
究
者
は
勿
論
、
一
般
人
に
と
っ
て
も
、
こ
の
時
代
に
お
け
る
ミ
ル
ン

は
じ
め
モ
ー
ス
や
シ
ー
ボ
ル
ト
等
の
人
類
学
的
・
考
古
学
的
業
績
を
探

索
す
る
に
あ
た
り
良
い
手
引
書
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
項
目
ご
と
に
引
用

文
献
が
明
記
し
て
あ
る
こ
と
は
有
難
い
配
慮
で
あ
る
。
ま
た
第
二
部
に

原
著
の
翻
訳
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
本
書
の
価
値
を
一
層
引
き
立

て
る
も
の
で
あ
る
。

本
書
は
斯
学
の
入
門
書
と
し
て
は
勿
論
、
一
般
教
養
言
と
し
て
も
広

く
お
奨
め
し
た
い
好
著
で
あ
る
。

（
戸
出
一
郎
）

〔
雄
山
閣
出
版
、
東
京
都
千
代
田
区
富
士
見
二
’
六
’
九
、
電
話
○
三
’
三

二
六
二
’
三
二
三
一
、
一
九
九
三
年
、
Ｂ
６
判
・
二
五
六
頁
・
定
価
二
八

○
○
円
〕

堀
内
冷
著
「
兵
庫
医
史
散
歩
」

さ
れ
て
い
る
。
本
著
の
文
中
に
は
単
に
コ
レ
ク
タ
ー
と
し
て
で
な
く
著

者
の
該
博
な
知
識
を
生
し
西
宮
の
郷
土
史
に
あ
た
る
「
戎
さ
ん
」
の
代

名
詞
西
宮
神
社
由
来
を
は
じ
め
、
民
間
医
療
信
仰
に
つ
い
て
記
し
さ
ら

に
屠
蘇
の
由
来
等
、
民
俗
学
の
領
域
ま
で
詳
細
に
記
し
て
い
る
。

本
著
は
兵
庫
県
下
の
医
史
に
つ
き
著
者
自
身
が
鋤
年
間
の
長
き
に
わ

た
っ
て
集
め
た
資
料
の
中
か
ら
、
平
成
元
年
八
月
号
「
兵
庫
県
医
師
会

報
」
よ
り
弱
回
に
わ
た
り
連
載
さ
れ
た
も
の
を
ま
と
め
て
刊
行
さ
れ
た
。

従
っ
て
医
史
学
に
関
心
と
親
し
み
を
持
つ
者
に
、
医
神
、
儒
医
、
系
豚
、

寿
命
、
皮
下
注
射
等
の
歴
史
を
各
タ
イ
ト
ル
毎
に
簡
潔
に
し
て
明
瞭
に

説
明
し
て
い
る
。

著
者
と
し
て
は
更
に
詳
細
な
記
述
を
望
ま
れ
た
で
あ
ろ
う
が
、
連
載

物
と
本
著
の
ペ
ー
ジ
数
か
ら
し
て
や
む
得
な
か
っ
た
と
推
察
す
る
。
さ

ら
に
兵
庫
県
下
の
疾
病
史
か
ら
赤
十
字
社
、
兵
庫
県
医
会
、
医
師
会
の

諸
史
料
に
つ
い
て
地
方
新
聞
郷
土
雑
誌
よ
り
多
く
の
資
料
を
掘
り
お
こ

し
詳
細
に
記
し
て
い
る
。
特
に
県
下
の
著
名
な
医
人
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

に
つ
い
て
は
、
著
者
の
尼
崎
藩
医
を
祖
と
す
る
堀
内
静
一
を
始
め
、
岡

白
駒
、
田
中
信
謹
、
原
老
柳
、
川
本
幸
民
、
深
山
玄
碩
、
飯
田
税
隠
、

鵺
崎
平
三
郎
、
深
山
杲
、
に
つ
き
記
述
、
さ
ら
に
神
戸
に
立
寄
っ
た
コ

ッ
ホ
、
野
口
英
世
の
県
下
で
の
詳
細
な
追
跡
調
査
も
戦
せ
て
い
る
。
書

評
の
筆
者
は
特
に
眼
科
史
に
関
心
を
持
つ
者
で
あ
り
眼
科
の
項
目
、
さ

ら
に
こ
の
文
中
、
谷
川
良
三
及
び
兵
庫
県
出
身
の
河
本
重
次
郎
、
次
い

で
京
の
医
師
新
宮
涼
庭
に
関
連
し
た
、
原
老
柳
、
京
都
府
下
の
門
下
生

を
多
く
擁
し
た
川
本
幸
民
の
各
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
の
項
に
つ
い
て
は
特
に

関
心
を
い
だ
か
さ
れ
た
。
県
医
師
会
史
、
県
医
人
史
を
は
じ
め
民
俗
学

ハハハ
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